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この度、日本電磁波エネルギー応用学会(JEMEA)の理事を仰せつかりました二川です。

JEMEA には、その前身となる「マイクロ波応用技術研究会」および「日本電磁波応用研究

会」の両団体で活動させて頂いていた関係で、両団体統合による JEMEA 新設時の 2006 年

から 4 年間理事長を務めさせて頂きました。その後 12 年間、顧問、監事を経験させて頂き

ましたが、今年から新たに新理事を拝命いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。 

近年の電磁波エネルギー応用に関わる装置やデバイス技術の進歩には目を見張るものが

あります。特に、マイクロ波領域の周波数すなわち「極超短波」以上の周波数の使用は、

通信では日常となり、関連のデバイスを始めとした多くのシステムが容易に入手できる時

代になりました。  

電磁波エネルギー応用技術は、通信技術の劇的な進歩に伴い高出力、高安定な半導体が

製品化され、システムの構築が格段に容易になり、高度な制御が可能となりました。脱炭

素化社会構築に向け電磁波エネルギー応用技術が必要不可欠な技術となる中で、更なる実

用化や工業化に向け、特に大規模なシステム構築にあたっては、モデルベースやデジタル

ツイン等の技術導入が必須になってくるものと考えられ、このような革新的技術について

も、常に情報提供ができるよう会員の皆様へのサービス向上に取り組んで参る所存です。 

さらに、電磁波エネルギー応用技術に関する海外研究者との交流の機会の促進のために、

Microwave Working Group, AMPERE, JEMEA, IMPI, CAMPA による GCMEA の共催・協賛を

行い、米国、ヨーロッパそして中国を含めた海外との情報交換を活性化することで、会員

の皆様には、更なる革新的技術に関する情報が得られるよう更なる機会の提供を進めてゆ

きたいと考えます。 

引き続き JEMEA にお力添え賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 


